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「環境保全型農業直接支払交付金」では、
以下のような環境保全効果を目的としています。

環境保全型農業の取組による効果

化学肥料・化学合成農薬を使用しない取組

生物多様性
保全効果

地球温暖化
防止効果

・化学合成農薬を利用しない→カエルやクモ、トンボなどが増加する
  生物多様性保全効果
・堆肥等の利用→土壌炭素貯留による地球温暖化防止効果

地球温暖化
防止効果

　わらや家畜ふん等から
製造した堆肥を土壌にす
き込むことで、稲や飼料
作物が生育中に吸収した
CO2を有機炭素として土
壌中に蓄積。土壌中の有
機炭素は時間とともに分
解されるが、分解される
有機炭素の量よりも土壌
に入る有機炭素の量が多
ければ土壌中の有機炭
素量は増加する。

　堆肥（有機物）を農地土壌に施用することで、土壌中の炭素貯留量を
増加させ、間接的に大気中のCO2削減に貢献
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